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高効率回収型アミンの探索 
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※ Various Temp.  
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* S. Choi, J. H. Dress, C. W. Jones, ChemSusChem 2009, 2, 796-854.をもとに加筆作成 

アミン系固体吸収材としてトップレベルの吸収性能  

固体吸収材のCO2脱離特性 

固体吸収材の材料開発（1/2） 



CO2回収型発電システムにおける 
発電効率の改善（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果） 
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石炭火力発電所への固体吸収材の適用 

固体吸収材の材料開発（2/2） 
システムレベルの性能評価 
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新規固体吸収材 ＝ 低温再生可能なCO2高効率回収型材料 

 → 発電所への適用検討によるCCS実用化加速 

 → 発電所以外の発生源や閉鎖空間でのCO2除去への適用 

☆次フェーズは、実用化に向け、民間企業とのコラボレーションを推進中 



固体吸収材の実用化に向けた研究開発計画 
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吸収塔 

再生塔 

乾燥塔 

層高 
30～40 m 

基盤技術研究フェーズ 
（H22-H26） 

実用化研究フェーズ 
（H27-H31） 

① 材料開発・探索 
・ 計算化学による性能予測モデル構築 
・世界トップレベルのCO2吸収量(6mol/kg) 
・低温（減圧）脱離性能に優れた材料を開発 
（特許出願）  
 
② プロセスシミュレーション・回収試験 
・CO2回収型発電システムシミュレータの構築 
・分離回収Ｅ <2GJ/t-co2を達成, 1.5GJ/t、 
＜2000円台/t の見通しを得た 

【平成27年度以降の実施内容】 
・実用プロセス開発 
 （システム、低温排熱利用等） 
・材料最適化・大量合成手法の確立 
・燃焼排ガス実ガス試験・性能評価 


	スライド番号 1
	CO2分離・回収技術の開発
	化学吸収液の開発
	化学吸収液の商業化
	固体吸収材の材料開発（1/2）
	固体吸収材の材料開発（2/2）�システムレベルの性能評価
	固体吸収材の実用化に向けた研究開発計画
	次世代型膜モジュールの技術研究開発
	次世代型膜モジュールの技術研究開発
	次世代型膜モジュールの技術研究開発
	水素エネルギー社会の概念
	水素分離膜・メンブレンリアクター開発
	CO2貯留技術の開発
	光ファイバー技術の概要
	既存の分布式センサーとの比較
	CO2圧入区間の温度・歪み計測結果　
	光ファイバーの応用展開
	RITEバイオプロセスの概念図
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23

